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卒 業 生 諸 君 に

一価値観の多様について一

卒業生諸君は，人生のーとま， ほほ四乃至数年前後，
本学 人文学部学生， 文理学部学生として過したわけで
す。一部の諸君は， 更K学業K励むとしても， 大多数

の諸君は， 今日からは一市民として生活するととKな
ります。

師や学友と別れて，自 らが選択した職業K従事する
諸君の心身の健康をなKよりも祈つてなりますが， 社

会Kでてからの活躍Kも真駒を寄ぜてまFります。また
再会するとともあるでしょうが， 一期一会の感慨も些
かはあります。期待の一端を述べて，銭のことばとし
たいと思います。

普通普， あるいは真実は一つであるということがよ

く言われます。 また逆tてかよう念考えは，正しくはな
いとも言われています。ととではζうした問題K深〈
立ち入るつもりはありまぜん。ただ人は，それぞれ己
れの人生の支えとしての価値観をもって生きています
が， 価値観， つまり何を善とするかは人Kよって異な
るというととを， 何ほどかは理解して沿いてほしいと，
私は望んでなります。

例えば， 諸君の多〈もまた， 日本人Kとって善であ

るものは， ヨーロッパ人，中国人Kとっても善である

と考えているととでしょうo 丁度中国の水も， ヨーロ

ァパの水も， 日本の水も水素と酸素とからなるどとく
VCo 善， 正義は普遍的であると考えられているわけで
す。しかし， 善・正義Kついてはかような普遍性は，

期待されえませんO 生き万K係わる諸問題Kついての
意見は， 同ーの日常的事がらKついてをも含めて， 多
岐であり， 善悪， 正邪の区別はつけ難い。むしろ異な
る意見を相互K尊重し合うことが正しく， かつまたそ

教師像の創造 を 目 ざし て

卒業生の皆さん，卒業沿めでとう。
小学校K入学して以来10数年間の長い学窓生活の樟

尾を飾る大学での学業を終えようとする皆さんの胸中
はさぞ万感交々でありましょう。また皆さんを今日ま

人文学部長 本 田 弘

とK民主主義の本義があります。
纏めて言いますと， 価値観は， 民族K沿いて， 時代

Kないて， 社会K沿いて， 個人K沿いて異左るととを

その本質としています。
敗戦より三十七年， 民主主義の思想が日本人の心の

中K植え込まれ，オオLオオlもまた憲法の説く基本的人権，

個人の尊厳を至高の価値とする思想、が自 らの心の中K
定着するよう努めてきました。しかし， そうした努力
Kもかかわらず， 日本人は，自 説と異なる意見をも尊

重する傾向K乏しし劃一性，権威K従うζとを善し
とする考えを自 らの中から払拭するζとがなかなかで
きませんo

上のととを生活K即して言えば，都会や地万を問わ

ず，町内会，冠婚葬祭K見える慣行，近隣関係， 家庭
内tてなける人間関係等等そとKないては劃一性，個を
全体Kよって律する思想、がまととK支配的であると言

わなければならないでしょう。私は， 日本の伝統的思
想、と個個人の価値観を尊重する思想とは矛盾せず， む
しろ国や地域社会のもつ独自 在文化がより一層すぐれ
たものKなるためKは， 異質の価値観を相互K尊重す

る気風を更にしっかり根づかせる必要があると，思っ
ています。

卒業生諸君は， これまでは社会K対して傍観者的立
場K立っていたでしょう。 しかし，今日からは，社会

人として主体的K生きるわけです。劃一性や権威への
追随を排し， 個人相互の生き方 ，思想、を尊重するとい
う生き万を生涯貫いてほしく，またそのような生き万
を子子孫孫K伝えていってほしいと， 念願してなbま
す。

教育学部長 大 津 欽 治

で慈しみ育て，見守って下さった御家族の皆様のな喜
びもさぞかしと推察いたします。

申すまでもなく，大学は人間的学者としての基礎的
な能力を緬養する場でありますが， とれからは世のた
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め，人のためKなる勉強を生涯続けるととKなるでし
ょう。

教師養成を大学で行うという理念のもとK設置され
た，わが教育学部は既vcoo余年の歴史を積み重ね， 今
や壮年期を迎えつつあるようK思われます。 ところで，
昨年のとの機会Kも触れたととですが，好ましい教師
養成K当つては，学問・技能の研究と，とれらを背景

として行われる教育実践の研究というこ面性KとくK
留意し， しかもとの両面の正しいバランスをとるとと

が重要な問題だと思います。 つまり，知識や技能がい
かK豊富かつ高度であっても，教師としての教育的情

熱や実践力あるいは率先垂範の実行力が薄弱では好ま
しくないでしょう。 とのたび本学部vc＜教育実践研究

指導センター＞が付設されるととKなった趣旨も正K

ととKあるわけです。 昨年の12 月K催したく教育実習

連 絡協議会＞では協力小・中学校から諸君の実習の様
子Kついて種々の報告を受けました。 そして諸君の基
本的姿勢が非常K立派で，年々資質が向上しているな

どと，予想以上の好評をいただきました。 諸君の万で
も実習を通して教師の使命をひしひしと感得したとと
でしょう。 私は諸君の真剣な顔や真塾な態度を見るた
びK， 私のも0年余り昔の若かりし頃の感動をなつかし
く回顧しています。

さて，ととで諸君K私の「座右の銘」三つをな贈り

いたしましょう。 とれは私の教育実践の中で長い聞い
つも心掛けてきたととがらです。

①子供達は教師の能力の高さK比例して育つ。

卒業生諸君 に 望む

諸君の卒業を衷心よりb祝い致します。 諸君は，小
学校入学以来，16年間，よく学びよく遊んだ、。 しかし
その間， な父さんやb母さんの絶大な財産的・精神的

支えのあったととを忘れてはならない。 諸君は， とれ
までK育てて下さった御両親K深〈 感謝しなければな

らない。
諸君が今，手Kする卒業証書Kは色々な過去の思い

出や将来の願いが込められているであろう口 この卒業

証書授与を御両親はじめ色々な人が喜んで下さってい
る。 注目したいのは，卒業証書Kよって表象される諸

君の卒業という事実である。 との事実は，本学の学籍

との能力とは一体何を指すのか，考えてみて下さい。
知識技能だけではありまぜん。 思、いやりの心も人聞の
大切な能力Kなりますからo

②子供達の姿は教師の鏡である。
「子は親の鏡」とも言われていますが，人間Kとっ

て実は自 分の姿は見えないものです。自 画自 讃する人
ほど本当は自 分が見えないようです。 周囲の人びとを
自 分の姿を映す万華鏡として，自分の姿をそこK映し
て見ることができれば素晴らしいことですo とう心が

けて，私はいつも私自 身の欠点がよく見えました。

③子供達の側K立てるようKなろう。

相手の立場K立ってものを考えるととは至難の業で
すが，とれは教育的センスの中で最も大きな要件の一

つではないかと思っています。 との心が，文化をつく

る文化人の心であると言われるのです。

以上，男IJ VC目新しい言葉でもありませんが，私はこ

れらを感覚的K思わず実践できるようKなりたいと念

じ，日常生活の中で長いあいだ繰返し自 己訓練をしま
したが，成果はそれほどあがってい乏いようです。

諸君， 何事K当っても， 中途半端なととでなく，徹

底的にやり遂げてください。 金銭や名声や肩書きKあ
まり関係のないすてきな教師像を身をもってっくりあ
げるよう遭進してください。

諸君の前途K幸多かれと祈っています。

経済学部長 山 崎 住 夫

簿の記録K永久K止められるであろうo iEVCそれは諸
君の人生vc1 つの新紀元を画するものである。 諸君は，
今日から経済的・精神的vc 1 本立ちとなった。 諸君は

最早御両親から財政的援助をうけではならなν、とれ
から諸君は，主体的K独立した人格として行動する。

そして諸君の一切の言動K対し，諸君は責任をとらね
ばならない。

私事f'C]fって恐縮であるが，私の学生時代の前半は
ペンをとり，後半はハンマーや銃をとることを余儀な

くされた。 私は学業半ばKして軍需工場や軍籍K身を

置いたのである。 忘れもしない終戦直後の昭和初年9
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月， 除隊となった私は，営門（現在の富大正門）を出
て裟婆K復帰した。 直ちK大学へ戻ったととろ卒業K

なっていた。復員軍人姿の私が，手Kしたものは卒業
証書であった。当時，私の家は韓国・ 群山Kあった。

外地引揚者となった私が職業Kありついたのは，それ
から丁度 1年後であった。私はデモ・ シカ先生Kなっ
たのである。その時私Kは， 土地はもとより住む家も
なかった。私は無一文の素寒貧であった。

「児孫のためK美田を買わず。J 諸君は親の財産を

期待してはならない。河上肇先生の「貧乏物語j k遡
るまでもなく， hungry 精神はボクシングの世界チャ

ンピオンを育てる原動力となった。現在諸君が保有す

る唯一の財産は卒業証書ないし卒業という事実である
と思ってほしい。

さて， 日本の大学は入学し難く，卒業し易い。逆K
アメリカの大学は入学し易く， 卒業し難いといわれる。
アメリカの大学Kよづては， 入学生の半分しか卒業で
きない口 後の半分は， 転校を勧告されたり中退してゆ
くのである。 日本の企業では， 新入社員をその企業の
方針K合せて再教育するから，在学中の専門の勉強は
余り喧しく言わない。そしてひと度社員として採用す

ると， 終身雇傭制のもと厳しい環境下Kなくのである。
私は， 日本の企業Kは運命共同体（ Gemei nschaft) 

的色彩が濃いと思う。
ととろで今年の卒業生諸君の進路が， 中央なよび地

万の官庁・ 企業等K及び， 多方面K亘っているととは
誠K喜ばしい限りである。就職K際し， 地元志向の要
求もそれなりK意義があると思う。地方経済もまた日
本経済Kつながるからである。いずれKせよ， 注意し

たいのは， 諸君が過度K家族中心主義を建前とし， 小
じんまりと纏ってしまうととである。諸君の才能が充

分K生かされ左くなるからであるO 中央であろうと地
万であろうと， 諸君は， 広い視野K立って進lj'(的・ 積
極的K活躍してほしいのである。 動めの関係で， 県外
K出たり外国K進出するζとがあっても良いと思う。
日本経済の将来を諸君K託する願いや切なるものがあ
る。否， 日本の経済は． 諸君の双肩Kかかっている。
諸君の卒業K当り， hungry精神と進取の気性， との
2つの言葉を私は諸君K贈りたい。

最後K左ったが， 諸君はつねK健康K留意されるよ
う心から祈ります。

懐 a芝�
A旦中 電

理学部長 竹 内 豊三郎

新しい仕事の開拓は必ずしも恵まれた条件のもとで成
功したとは限らない口 本人からみれば逆境K近い雰囲
気Kあったことがかえって励みKなって成功の動機と
なった例はいくらもある。 キュリ一夫妻がラシウムを
発見した過程はその素晴しい例である。大切なととは
求めているものを実現しようとする絶えざる努力であ
ると思われる。

茅誠司先生が外国留学をしていた時， 使用していた
温度調節器を無断で誰かに横取りされてしまった。当
時の日本人は時々白人からとのよう左めにあったらし
い。仕方なしK労力のかかる手動で観察することにし
た。しかし このことが新しい磁気の特性を発見する
動機となったという話がある。雪の物理学の開拓者と

して有名左故中谷字吉郎先生が， 北大へ赴任する時，
思師の寺田寅彦先生は， 北海道K行ってノくナナの研究

をしようとするととは愚かしい，身辺Kあるものから
題材を選ぶべきだと教えたそうである。中谷先生はま
ず積雪の物性の観測から始め， つぎに誰の気もつかな

い手製の装置で人工雪を作るととに成功した。それは
雪の核K兎の毛のとぶを使用するととであった。

新しい職場K入って身じかなととからつぎつぎと什

事を拾い上げる現実派と， そこKないものKあとがれ
る浪漫派とがある。どちらも長所であるが， 現実派は
小さい世界K安住してしまう恐れがあるし， 浪漫派は
不満派K変って実績を持たない人Kなってしまうこと
がある。イナ事が進んでいる聞 は能力の進展があるが，
止っていると退化してしまう。常K進展しようとする
ためKは， 不満に負けていてはならない。

最近いろいろの分野で新しい測定機具が開発されて
いる。大型になって高価Kなったものが多いから， 誰
でも自 由K使用出来るとはかぎらない。新しい機器が
ないととの職場で人生の将来が念いようK感じられる
かも知れない。 しかし どんな機器でも自 然、現象の特
定な片りんしか見えないものである。問題はそれで見

た片りんを自 然現象の核心だと思いこむ危険性であるO
富山大学創設の頃， 湯川秀樹先生が講演K来られた。
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その時の話の結びとして大変印象K残ったのはつぎの
ようなととであった。 自然を解くためK各研究者が持

っている万法はたとえば視野の狭い懐中電燈で照らそ
うとするようなもので， それで照された中K何か貴重
なととを発見出来たとしても， 別の場所をそれで照し
てもその視野の中K目的のものが照し出されるとは限
らない。 自 然のしくみの大きさK対して人聞が持ち合

せている能力は極めK徴々たるものであるということ
であろう。 相手は自 然のとと込は限らない。 人間K対

するときも同じで， 部分だけを見たり， 聞いたりして，
相手の全人格を決めつけてしまうと大変なあやまちを
起すととKなる。 学生々活は人生のうちの特定な部分

で， と込で経験したととから複雑な世界のしくみを判
断するととは大変困難なととであるD とれからいろい

ろな世界でたくさんの人と接するととKなるであろう

が， そのためKは自 分の懐中電燈の視野と光度だけで
も大きくするようK心がけるととが大切であろう。

文献はさき に 読むべきか ， あとで読むべきか

今年も多数の工学部卒業生が， 希望と活力に満ちて
学窓をあとKするのをみて， 心から諸君の前途を祝福
する次第である。 然、しながら，諸君を迎える社会経済
環境Kは甚だ厳しいものがあり， 21 世紀Kむかつて，
我国の産業活動K一大転機を迎えようとしているやK
みえる。 石油その他の資源やエネルギーの確保K制約
をうけ，労働集約型産業は発展途上国に追あげられ，

他方先進欧米諸国との間Kは自 動車その他の貿易摩擦
を生じている。 とれらを解決するKはどうしても我国

独自 の知識集約型産業を振興し， 付加価値の高い製品
を輸出して行くより万法がないと思われる。 その為K

は， 日本人K一番不得意だと言われる「創造性」を強

〈要求されるととになり， 独創的技術Kよる産業活動
vc :Jo�いて生産性の向上を期さねばならない。 我国の自
動車は品質が良くて安い， また電子機器の中Kは世界
ーと言われるものもあるが， 果して我国の独創的技術
Kよる産業活動であろうか。 我国自 動車工業のめざま
しい発展は品質管理を徹底的Kゃったのが最大の原因
だと言われてなり， 電子機器についても， 集積回路を
つくる機械は米国製のものが多いと言うζとである口
我国の技術構造の特徴は， 極めて商業主義的で効懇の
良いものであるが悪く言えば， 物真似のそしりをまぬ
がれない。 我国の明治以来， また近くは戦後の工業発

展の要因の一つK， 方法論として海外技術を手本K出
来たととがあげられる。 より進んだ海外技術を評価し
効率的導入をはかる事が工業的繁栄への近道であった。
その目的をとげる為K海外の文献Kいち早く目を通し，
情報の収集K万全の努力をする様K技術者は教育され
て来たと言っても過言ではない。 海外のすぐれた技術

工学部長 大 井 信

K精通し， 技術開発Kつきもののリスクや無駄を最少
Kするζとが出来たのである。 然しζれからはそうは

いかない。 2 1世紀Kかけて科学技術の世界的水準を抜
くKは， 工学の領域でinnovation をはから左けれ

ばならない。 その為K創造性をのばすーっの万法とし

てH文献はあとで読むべきだHと言う考えがある。 何

かをやろうとする時， または何をやるべきかの段階か

ら既K， 文献の探索から情報の収集K精力を傾注し，
能事終われりとする傾向K対する警鐘であろう。 本来，

科学技術の開発や研究K当つては， その思想、なり， と

れまでの経過なりを知る為K文献K先づ情報を求める
のが常道であろう。 それを敢えてH文献はあとで読む

べきだHと考えるのは， 思いきった発想、の転換をはか

らねば， 明治以来の教育が既K我国科学技術者の体質
Kまで昇華している現状を打破出来ないと考えるから
であろう。 もう一つは， 来るべき2 1世紀Kなける科学
技術の飛躍的発展を期する為であろう。 ζれから発展
する科学技術の領域は学際的領域であろう。 生命科学，
遺伝子工学， ファインセラミックス， 産業用ロポット

その他のメカ卜ロニァクス等々である。 乙れらの学際

的領域K沿いては， 創造性がさらK優先する。 既成工
学領域Kくらべて情報も少なく既成概念も通用しKく
い。 したがって， 一見奇想天外な発想が場合Kよって
は必要かも知れないと言うととである。 勇気をもって，
「自 分の考えでやってみる」べきであろう。 文献はど

の時点で読むべきか， 今後真剣K考えてみる必要があ
ろう。 卒業生諸君の今後の御活躍を祈念しながら， 諸
君自 身が， との問題を解決されるととを期待する次第

である。
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卒 業 を 祝 し て

経営短期大学部卒業生の皆さん， とのたびは， 3年
間の課程を終了し卒業の日を迎えられましたととを，
心からな祝い申し上げます。 辛子目出とうどざいます。

皆さんKとっては， 私は全く馴染みのない存在でし

ょうが， 本年1 月から， 前主事石瀬先生の後任として
就任しています。わずか2 カ月余りの在職で馴染みも

ない私から祝詞を述べるのはいかKも奇妙な感なきK
しもあらずですが， 年度の中途で任期が終了する制度
のいたずらで， 止むを得ぬ什儀と申すべきでしょう。

経営短大に学ぶ皆さんは， 夜間授業という特別な条
件のもとK置かれてbり， 一般のケースK倍する忍耐

と努力が要求されます。それだけ(IC' 3年間の履修課
程は， 決して短いものではなかったと推測されます。
しかし反面， 有職者の勉学K適した条件が与えられて

いると解するとともできます。事実，当経営短大在籍
者総数K占める有職者数の割合は，年々漸減傾向Kあ
るとは言え， 昭和56年5 月現在で在主，�73% (IC達してい

ます。昼間は一般社会人として職場K就業し， 夜間K
通学する傾向のいかK強いかがうかがわれます。夜間
通学という特別な条件のため， 通学 者はほとんど富山
市むよびその近郊K限定されているようですが， 昭和
3咋K本短大が創立されて以来，2 0回Kむよぶ卒業生

が巣立っているととを勘考すると， 夜間という厳しい
条件のもとでもなな向学心をもやしている人々がかく
も多数なられ， 現K志を全うしていることK敬服と称
賛の念を禁 じ得ませんO

一体， 私達人聞は， 伺ゆえK書をひもときあるいは
学問をするのでしょうか口 一般Kは， 「学聞は人間性
を向上せしめる」との説明もなされていますが， 学問

と人間性の向上とを直載的K結びつけるのは必ずしも
容易ではないでしょう。また一万では， 「学歴偏重社

経営短期大学部主事 瀧 好 英

会」などの批判の声も聞かれます。私は， との批判K
は， 俄Kは賛同しえないものを感じています。現在の
世間一般K， 果たして， それほど学歴を偏重する風調

があるのかどうかも不明ですし， 学歴を偏重するとい
う表現自 体がいかなる意味であるのかも， 必ずしも明
確ではないようK思われるからです。

単純労働部門にないて， 専ら反復訓練Kよる習熟だ
けが要求される特殊な場合は別として， 一般K， 多く
の職場Kないては， 個性的・独創的発想K基づく創意
工夫を必要とする部分がきわめて多いと思われます。

そのような事態K沿いて， 豊富な発想力， 新しい感覚
を発揮するためKは， 幅広い知識と経験を必要とする
はずです。 「学問する」ととは， とうした知識の幅を
広げるのK不可欠な過程であると言えるでしょう。経

済の法則では，I単位の成果を得るのK最少の犠牲（努
力）を投入するととを理論づけていますが， 実社会K

なける人間の進歩という点を勘案するときは， 1 単位

の成果を獲得するためK， できるだけ多くの犠 牲（努
力）を投入するととの方が重要であるとすべきことが

多いと考えられます。そのためKも「学問する」とと
が必要であり， 学歴は， 習得しえた学問のレベルの一

応の測度と考えるべきものでは念いでしょう治、言う
までもなく， 実社会Kお‘いて要求されるのは， 学歴自
体ではなく， 学歴K相当する知識水準であり人間性で
あるととは否定すべくもないことです。

卒業生の皆さんは， 短大という一つの段階(!C;J:,�ける
水準の学問を習得したととを保証されたととKなりま
す。 との 8年間の経験を， 実社会Kないてあるいは私
生活にないても， 十分K活用され， 豊かな人生を送ら
れますよう期待して止みませんD

口口口昭和57年4月1日退職者口口口

。昭和田年4 月1 日限り停年Kより退職

経済学部 文部教官 教授 新田 隆信
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ヰコミ別れ に のぞんで

わが富山大学の創設されたのは昭和弘年， じらい春
秋を送bむかえるとと33年， いつしか私Kも停 年退官
の汐時がめぐって来た。人生のいきない壮ん念歳月を

大学と共K歩みえた喜びを， 尽きぬ思いで感謝するo
濃刺たる学生諸君との不断の接触は，私Kとって限り

ない希望と歓びを伴うものであった。文胸襟を披いて
語りうる同僚や知己も，学の内外K少くなかった。去る
K当 って本大学への愛’惜は一入である。

ただ私はうら若い日K大患K臥し， 久しく健康上の
ハンディを負ったが， それが創り主を覚える十字架の
信仰K導かれる契機と在った。すべてのととが益とな

りうる証しである。幾たびか死の蔭の谷聞をさまよい，
その度K医され回生しつつ， 不惑をとえて症候もうす
らぎ， 後遺症的所見はともかく， ーなう健かな心身K
奇しくも復しな別れを告げうるととは， 多くの万々

のど好意の賜物であり厚＜ ;Jo�礼を申し土げたν、
在任中の最も印象ぶかい思い出は， 大学紛争の異常

事態とそれを乗り切る様々の苦心である。舵とりK失
散ずれば， 当時の時限立法たるI大学の運営K関する

臨時措置法」第 7 条第2項Kよって， 教育と研究とは
休止及び停止K陥る危慎K迫られていた。それは重症

校たる本学Kとって夕、モクレスの剣を思わす危急存亡

の瀬戸際を意味した。紛争の迅速な収拾は， 幾多の要
因が絡んで‘困難を極めていた。しかし終盤K至って限

界状況は次第K改善の兆しを見ぜ， 学生諸君の大多数

が良識ある選択を謬らず， 遂K累卵の危機は回避され
たのである。究極的な愛校心を核として学園の正常化
K総力を挙げ，秩序ある運営軌道を回復した軌跡は，

ひとり教授会の功業Kとどまらず， ひろく全学教職員
各位のど協力の会蔭であった。また母校愛K接る越嶺

会（ 同窓会）のタイムリーなど支援も， まさK空谷の

建音であった。

そのとろ経済学部は諸般の事情から一学科体制のま
ま停滞を余儀なくされていた。紛争への対処を進めつ

つ再建方向を打ち出した昭和46年度以降， 内規を成立
させて教官人事を充実し， 昭和49 年K第二学科， 昭和
5咋時三学科を増設するまで， 8年間Kわたる努力

は並々ならぬものがあった。かくて旧高商系国立10大

学の本来的水準を達成すると共K， 更K独自 の発展を

経済学部教授 新 岡 隆 信

期するK至っている。
1960 年代の後半から197 0年代の前半まで大学紛争

は全国を覆う観があった。とれは戦後の大衆型開放社

会の成立K呼 応し，高度経済成長K促されて大学生の
急激左増加を招き，しかも管理運営の体系が戦前流の

エリート 型大学制度K拠った拝格K一因があろう。ま

た核兵器の登場から地球の破棋を予感する不安意識の
噴出形態とも解しうる面があろう。 カント 哲学の説〈

自 己目的としての人格的尊厳性が軽視され， 平等意識
が過熱し， 節度ある自 由から歯 止めのかからぬ放縦へ

と急傾斜した時代思想の趨向とも無関係ではあるまい。
加えて外部のイデオロギー組織の学内浸透があり，群

集心理の異常醸酵が募り， あの騒然たる狂乱風景 を描

き出したものと解されよう。

目的さえ正しければ手段は一切不問という考え方は ，
戦前Kも存在した。精鋭とされた日本軍部の担い手た

る一部青 年将校は，屡々蜂起して「 実力行使」の挙K

出， 政府首脳を血祭りKあげる昭和 初期の不祥事を演
じた。戦後も一部陣営は往々にして同様の短絡的左実
力行使を続発させて来た。との風潮K触発された一部

学生が体制変革を目ざし暴力的な実力行使を激発させ

たとしても，学生のみを嘗めるととはできない。ただ
大学は政治的中立の場であるべき以上，暴力放任の政

治闘争の舞台であってはならず，あくまで学問的精神
や批判的理性的自 由を練磨する道場たるべきものであ
る。大学自 治はその前提でとそ認められ左くては左ら

ない。

紛争当時， 私は学部の責任者として各種の学生諸君
とよく接触した。しかし面会強要， 議場乱入， 大衆団
交などは， 何れも感心しなかった。教官側の器量や徳

性の不足は恥じる気持Kたえかねたが， とどのつまり
私は， いずれの学生諸君も教官との相互信頼K値する
若き俊秀であるととを，紛争体験を通して深〈心K刻
まれた。あのような紛争が一過性乏のか再発可能性を
宿すかは，軽々K判じ難いが， つねK真理は終局の勝
利者であるとの信念K立って，手段や方法K大学生ら

しい分別を忘れず， 人類の救済K向って創造的な役割

を果して頂きたいと祈求してやまない。円価K換算し
て年間 121兆円K上る世界の軍事費総額一つを見ても，
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イデオロギーの如何をとえて，平和 への脅威は深刻で 況Kも希望を失わず， 兄弟愛の献身を実行する勇者た
ある。国家の独立や威信が， 軍事的安全をのみ楯とし るの面白を， 学生諸君の未来K待ち望みたいと思う。

て守り難いζとは自 明であろう。希わくば， 絶望的状

ある「ことばJへの郷愁

毎年のととではあるが， 8月の学園ニュースKは，
定年退官される万々の「ととば」が紙面K飾られ， と

れまで，私は，関心をもって拝読してきた。ととろが，

とんどは， 私が， 何かを書く立場K なってしまった。
光陰は， 「あっ Jという間K過ぎ去った。はやいもの
である。 「歳月ひとを待たず」とか「光陰矢のどとし」
などという古語が骨肉��、みるζの頃である。

今のわが国は，平穏であるといわれている。私の青

春時代は，戦争という動乱の渦の中Kあった。しかし
そのなかKあっても， 一定の価値感が，浮き沈みする

船から放たれた錨（ いかり）のようK， 人びとのあい
だK定着していたようである。現代の社会では， それ
が，あまりKも多様化し，乱れた麻のようで， どれを，

どのようK手さぐりすればよいのか， 戸惑いすること
が少左くない。時間と空間を乗り越えて，いつの時代
Kも，どとの国Kないても， 通いあうよう左共通の価
値観があって然、るべきであろうし， そういうものが論
じ詰められるととK望みをつないでいる。

私が学生の頃のとと。ある法律の授業時間だったが，
めったKチョークを持ったζとのない先生が，黒板K.

" Pacta sunt servanda 

と大書し， 熱っぽく長々と講義された。契約や約束ど
とは， 公序良俗K反しないかぎり， 守るべきである，
というのである。私の亡 父は， 口べたで， 字を書くζ

とも苦手だったが， 取り柄といえば， まめK働いたこ
とだった。人Kだまされて窮地tてなちこんだζともあ
ったようであるが， 自 分から意識的K人をだますよう
なことは，けっしてしなかったようで， 約束どとは，
頑迷なほどK固く守っていた。このような生き万は，

現代のようK， せち辛くて嘘言の多い流動的社会では，

流木のようK押し流されるか，埋れ木のようK葬り去
られて朽ち呆てる運命になるかも知れない。しかし，
当時の社会では， 彼のような生き万は， それなりK評
価され， 通用していたらしく， 彼の生涯は，流木や埋

れ木とはならずK，天K向かつて枝葉を支えた樹木の
ようであった。

経済学部教授 岩 淵 富 治

同じく私の学生の頃のととであるo ある外人教師が，
巴 you at t i t ude " 

というととKついて，繰り返えし，繰り返えし話され
た。その強い口調が， j:ζとKi=p象的だった。自 分の

ことを考える時Kは， つねK相手の身Kもなって考え
る態度や心構えを持ちつづけるならば，社会は，うま
く機能するし，結局は， 自 分Kも，それが還元される
というのである。人聞は， 誰でも自 分のととを第一義
的K考えがちである。それは当然のととではあるが，
その度合いが過ぎて， 自 分のととばかり考えて相手の
ととを無視するような人間ばかりが， 寄り集まると，
沿たがいK相手の立場をつぶし合う結果Kなってしま

って， 見憎い争いの場となり， 自 らも傷つくととKも
なりかねない。天与の自 由も， 自 分の自 由への主張と
ともK， 他人が享受することの自 由をも尊重するので
なければ， 相互K自 由を阻害するととKなって， 豊か

な自 由は保障され得ない。真の自 由は，なんらかのル
ールの枠組みのなかKとそ存在するはずである。

ζとで， 私は， 学生時代K亥IJみとまれた2 つの「と
とばJK触れた。とれらの「ととば」は， 爾後， 永い
間， 私のからだのどとかで，かすかK点載しながらも
消え失せることなく存在しつづけてきたのである。時

流とともK社会は大きく変転した。ζれらの「 乙とば」
の社会Kとっての意義も， 個人Kとってのそれも， 近
どろでは稀薄Kなったようである。しかし，私は， と
れらの 「ととば」K， 古き， よきものへの郷愁Kも似
た重いなKかを，ずっしりと感じないではいられない。

〔多謝御礼〕
私の在職中は， 経済学部並びK全学の教職員の方々

の温いど交誼，ど芳情K浴し，ととK学生部併任中は，
後藤，林， 柳田の諸学長をはじめ，本部，学生部の万
々のど懇篤など指導，ど教示を辱うし，深く感謝いた

してなりますO 乙 乙K，厚〈 主F礼申し上げます。
( s . 57 2 .  l ) 
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新 任

o横井 清 教 授（人文学部） 56. 12. 1 

昭37. 7 立命館大学大学院文学研究科修士課程

修了
担当：文化 構造論

。松島 英子 助教授（人文学部） 57 . l. 1 

昭48. 3 東京芸術大学大学院美術研究科修士課

程修了
昭

／lt＼
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教 官 一一一

o市村 憲司 助 手（トリチウム科学センター） 56.12.l 

昭55 . 3 東京工業大学大学院理工学研究科博士

課程修了
担当：環境領域

どうか ， よろ し く

人文学部教授 横 井 清

3年ちかいフランクをへて，再び「大学」という世

界K身を戻しました。 私を迎えいれて下さった富山大

学の皆さまK， まずは深甚の謝意を表します。
私は， どく幼いころに， 母の郷里の若狭で育てられ

た時期を除けば， 雪らしい雪を見ぬ京都の町なかとそ
の近郊で歳月をすどしてまいりましたから， 新年K入
ってからは連日の降雪のみどとさK驚嘆しつづけてい
ます。 京都の友人たちは， 寒かろう・・といってくれま

すが， 京都の底冷えという奴も仲々のしろものo 寒さ
という点では， 特K困るとともありませんo 住まいの
傍の神通川の堤K立っと， 晴れた日Kは立山連峰が雄
大な姿を見せてくれます。 当分は家庭の事情で一人暮

らしですが， そのうちK， できるだけ早〈 ， 家族とと

もK当地K根を張りたいと念じているととろです。
本学で与えられた任務は， 「文化構造論」で， 現在

「比較文化 」コース忙ポジションをえて勤務してなり

ます。なKぶんKも， いたって狭隆な専門領域内をう
ろうろしてきた者ですから， 同僚各位のスクールの大
きいu雑談Hを耳Kしているだけで気が遠くなりそう

です。しかし， ととは一番， もちまえの好奇心（必ず
しも知的でないのが難点ですけれども）と心臓のつよ

さ（あつかましさ）とを頼りKして， 富山大学の片隅
K，ささやかながらも新生の気風K富んだ引なrt. IIを
張らせてもらいましょう。 どうか，よろしく。

新 任 に よ せ て

人文学部助教授 松 島 英 子

1 月1 日という，暦の上ではまととK切りの良い日
付をもって， 富山大学K着任いたしました。

昨年の暮，東京から信越， 北陸線をまわり富山駅K
到着した時は， みぞれが降るあいKくの天気で， 何と
も心細い思いがしたものです。 雪国を知らずK今迄過
どして来た私Kとって， 富山で生活するととK期待と

不安が半々というよりは， 4 : 6あるいは 3 : 7 くら

いあったかもしれません。幸v.今年は暖冬で時Kは晴
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天K恵まれ， 立山の雄姿K幾度か見とれては立ちつく

し， 今更左がらK自 然の美しきK感動するチャンスを

得ました。 もともと父方の家は福井県Kあったので，
子供の頃旅行のついでK北陸K足を伸ばしたものでし
た。 今度富山で仕事を始めるζとKなったのも， 何か
の縁があってのととのような気がします。海や山が近

く， 豊か左自 然K恵まれた土地K来たのですから， こ
れから暖かくなったらぜいぜい出歩いて，いろいろな



発見をしてみたいと思っているととろです。
以前外国K留学 していた経験から言えば， 知らない

土地K移ってそとの生活や風習K慣れるまでKは随分
と時聞がかかりますが， 一度なじみ始めると愛着を感
じ， かえって立ち去り難〈 左ったりするものです。あ

せらず， ゆっくりと腰をすえて， 生活K仕事K取り組
んで行きたいと思っています。

学生諸君Kも， 富大の在学中K何か一つ， じっくり
腰をすえて取り組むものを見つけ出してもらいたいも
のと， 期待して沿ります。

Future 1.'lnd 
dedicated to J l ng-luo, 10ho Celt it too 

E・n-Pterre, "'ho posed the queatlon 

Some t・lrnts one feels the f Inger of Fate 
pointing, leading or pushing. 

What hopp世ns 1f one ignores lt? 
Perhcps the ... holr fist co:nes. 

Host don ’t feel it, & explain their choices 
ln some rational hu:nan purpose. 

Out one vay to knov its strength 
ls ln the improbabl llty of what hos happened. 

Come, come. Don ’t reaist; the future is vaitlng. 
If lt must come out that way, it vt11, 

6 there ls nothing much a man can do about it 
except to bend with that vind from to be. 

For a 1.1lnd does from the future blo1.1 
to put things in their proper place, 

So that vhen the present, the past becomes 
it does lead up to what 'IJi 11 be. 

Each thing hu effects in both directions, 
its past & future equally. 

We say it "causes" ,.,hat 'happens after,.,ards, 
＆”co incidence＇’， ＼.＇hat had to have been. 

We remember the P,Bst, b1,1t not the future: 
that gives us tunnel vision 

To see 官hat 'IJe have passed by 
on a life-road looking backward. 

In a great grand-pr i買 口f sand-cars 
all racing backwards toward the future, 

One sees well only ,..here he’s been 
6 what terrain he ’s bu:nbled over. 

To see the ruts & rocks a-coming 
。ne could know why the cars collide, 

But not seeing that, one calls it "chance" 
& rides on willy-nilly. 

If one could fix a collision, 
then its Tesults aTe fixed as well. 

But so are its lead-ups, those ruts & stones, 
that cause the collision to be. 

To control each shudder of aome t四百bling. dice 
is impossible, to be sure. 

But fi買their ftnal resting state, 
& Nature does the rest -

η1e Future Wind blo-...s equally 
on man or beast or stone. 

All help the future to be born; 
do you feel the draft? 

R. Hofmann 
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卜マス・ロナルド・ホ フマン
19 3 7年生れ。 イリノイ大学大学院（修士） ， ソ ルボ

ンヌ大学大学院（博士， 言語学）修了。

新 任 雑 感

昨年10月K広島から越してきて もク月が過ぎ， どう

やら富山の街の地理も， ある程度頭K入 り ， 雪の中で
の暮し方のとつのようなものも何と左ぐわかるようK
なってきたととろである。 富山K転任と決まって， 最

初K気Kなったのは， やはり雪のととであった。 九州

そしで瀬戸内海沿岸と， 温暖かつ殆 ど降雪のないとと
ろで暮してきたので， 2 ヶ月も 3 ク月も深い雪の中K
埋もれて， 一体どうやって生活できるのかと， まさK
想像もつかなかった。不安と半ば好奇心とが入り混じ
ったような気持でむかえた雪の季節であったが， 多少
の雪では電車もパスも止まらないどとろか， ダイヤが

乱れるととすらなく， 日常生活K殆どさし障りがない
とわかタ， ホッとしたと同時K， やや拍子ぬけでもあ
った。 もっとも， 今年は例年より雪が少いということ

新雪の中 ， 新 た念る門出

オタワ大学助教授， 島根大学外人教師を経て . 1981 
年 10 月富山大学K赴任O 国籍カナダ

教養部助教授 海老原 直 邦

であるから， たかをくくっていると， 来年はひどい目
K会うのかもしれない。

慣れない土地ではあるが， 腰をすえて， いい研究，
教育ができるようK努力ぜねばと思っているo 専門の
心理学では， 今まで行なってきた認知（あるいは認識）

過程K関する実験的研究を今後とも続けていぐととも
K， 人聞の心や行動を科学的K理解するとは， そもそ
もいかなるととであるのかという， いわば心理学の根
本問題Kついてもじっくりと考えてみたいと思ってい
る。また， 学生教育K関しては， 大学Kむける一般教
育のあり方や意義Kついて， まじめK考えてみなけれ
ばと思っている。独善K陥らないためKも， 諸先生万

そして学生諸君との胸襟をひらいた交わりを期待して

います。

トリチウム科学センタ 助手 市 村 憲 司

昨年の12 月 1日K， 富山大学 ト リチウム科学センタ
-(IC世任して参りました。 富山は， 丁度， 冬が始まろ
うとしている頃でした。今年の冬は， 昨年の豪雪とは
違って， 比較的暖冬の様子と聞いてなります。雪国K
暮らすのは初めての体験である私Kは幸いと言えまし

ょう。私Kとって， 雪は雪景色の美しさK連 想され立
山連 峰の雪景色が特K印象Kあり大いK気K入つてな
りますが， 少し雪国の大変さも味わっている今日此頃
であります。

私は， 界面化学 の研究から出発致しました。当所，
鉄の防錆技術の基礎的解明を構造と物性の立場から行

い研究の基本を知りました。次いで， 鉄を含む酵素の
物性辛子よびその触媒作用K関する研究の中で， 水素分
子の電子を受け取った酵素が金属様の電導性をもっζ

とがわかり， 自 然、界の不思議さを印象付けられました。
また， 特定の構造をもっ物質の表面物性と触媒作用の
関連 の研究も行って参りました。 とのようK， 私は，
水素の関与する表面物性と反応性K大いなる興味を持
っているものです。

昨今の科学の進歩は，その技術の飛躍的な向上と共
K著しいものがあります。研究を始めた頃の測定装置
の類は， 大いK進歩し充実したものが使用されるよう
Kなってきてなりますが， 逆Kとれらの充実Kより創
造性・実質性のある研究を行い， とれらを生かし得る
か否かの大きな責任をかかえ込んでいると痛感してい

ます。今後共， 皆様万の御指導と御援助を戴きをして

大いK頑張ろうと思う次第ですので， 宜しくな願い申
し上げます。
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Bay Bridge の彼方か ら
士口教育学部小学校教員養成課程 （社会） 4年 田 誠 夫

自 分の眼と身体でアメリカを確かめたかった。アメ

リカは楽しい国である。ただ，その楽しさKもいろい
ろな断面があり， きわめて多様念面をもっ。

Seattl e で，初めてアメリカ本土K足を踏み入れ

た時の喜びと興奮o そして，とれから始まるアメリカ

での生活K対する期待と不安をかくしきれずKいた自

分。 そんな自 分も，アメリカ人の笑顔と力のはいった

握手K緊張感も消え， 生のアメリカK触れるKつれ溶

け込んでいった。
12 月いっばいはB erkleyのアパート ， 年が明けLos

Angele sでl週間， Hawaiiで4 日 間という今回の

滞在で， 多くの人びとと出会い，予想以上K多くの経

験を得た。

夏は日本人であふれるBerkeleyだが， アメリカ圏

内ばかbでなく世界中から人聞が集まっているとあっ

て， そこに住む人々のタイ プ， 生き方もさまざまであ

る。そして興味深いのは， それぞれのカラーを持った

人聞が， 自 分のカラーを捨てずK，頑固といえるくら

い， 自 分の個性，生き方Kしがみついているととろだ。

他人の眼左ど気Kせず， 積極的K自 分の思ったとなり

行動している姿は， 見ていて気持ちがいい。いろいろ

な人聞がいるというのは，広さのせいばかりではない。
いろいろな生き万を許容できる寛大な土壌があるから，

思うがままの生き万を実現できるのであろう。アメリ

カの学生達もその中で，自 分は何をやりたいのか，何
が健康的なのかをしっかりと見きわめているような気
がした。

Berkeleyでのアパート 暮らし， よく出かけた霧と
坂が多いサンフラス シスコ， 毎 日が新鮮な感動と失敗

の連続で楽しかった。英語KはとKかく苦しみばなし
だったが，わけのわからぬパーティ－K巻きとまれた
り，飲みK行き， いろんな学生と意気投合したりする
ととも多かった。 プロバスクット ボールの試合観戦K

行った時の熱気と興奮。見知らぬ人と気軽K「ハーイ」

と戸をかけあう限りない明るさo その反面，夜の外出

は絶対危険だと言われる黒人の多いオークランドの町。

パスの中でかくれてマリワナを吸っている黒人が， む

せているのを見て思わず笑ってしまい，「ますい」と思っ

たら意外K笑顔が返ってきたとともあった。クリスマ

スの夜KはみんなでBerkeley Marin a のカクテル

ラウンジへ行き，踊ってもらった黒人の女性o ゴール

デングイ卜橋を歩いて渡っている時K出会ったフ・ロン

ドの素敵な女性o どとへ行っても， 笑顔があb， 心の
底から楽しもうとする姿が印象的だった。身K背負っ
ている文化の異なった者同志が， コミュニクー卜する

むずかしさ，人間関係の大切さ， 複雑さを強〈 感じた。
アメリカの学生は生き生きと勉強し遊ぶ。楽天的で

飾らず大声で語り大きく笑う。そのせいか，富山はひ

どく暗〈 感じ，今もサンプランシスコK帰りたくてた

まらない。ただ， 少しは気持ちの余裕ができ， 物事K
対して積極的KなったようK思う。

レーガンの政治についての話や人種問題， 映画， 音

楽， ビール， スキーなどKついて， 夜が更けるのも忘

れて一生懸命わかりやすく話してくれたU c Bの学生
Step hen o いろんなζとを教えてくれたGeorgeや
B ob。彼らと知り合えたのは何Kも優る貴重念事だっ

た。
短期間の滞在ではあったが， 何も形式ばった留学は’

かりが勉強ではない。その気Kなれば体当たりでいろ
んな人間と出会って， 彼らの精神を学ぶとともできる

のである。そして，離れた所から 日本を少しばかり見
直すととができたことは，とれからの自 分K役立つで
あろう。

日本で暮らしていくのだから 日本だけでいいという
のもわかるが，異国の文化K触れ，そζK我身を置い

て暮らしてみるというのも，離れた所から客観視でき，
日本を再認識するKも大切なととではなかろうか。他
人がつくった イメージで見るのではなくて， 自 分の肌
で感じたアメリカは，パワフルで魅力的な国だった。

I left my heart in Barkeley, 

OG

 

’i

 



人文学部 だ よ り

山口博教授『王朝歌壇の研究』を刊行． 象とする。文部省科学研究費刊行助成金Kよる出版o
本書は同名の研究書の第＋冊目で， 桓武朝 より光孝 810ページ， 2 4,0 0 0円， 桜楓社刊

朝K至る問，文学史 的Kは， 万葉集と古今集の間を対

学 生 部 だ よ り

。体育系サークルリーダー研修会について
イに年度の研修会は， 前年度同様2泊 8 日の日程で金

沢大学辰口共同研修セン タ－VLむいて下記のとなり実
施され， 多数のサークノレ学生の参加 のもとK活発な討

論がなされ有意義K終了することができました。
・実施概要
｝明 日 昭和56年11月 21日けj～ 23日（月）〔2 泊 3 日〕

場 所 金沢大学辰口共同研修セン ター

（ 石川県能美郡辰口町旭台）
研修生 体育会役員及び運動部リーダー の学生約80:名

指導助言者 学生部長 教 度 四谷 平治

研究項目

教育学部 教 授 河野 信弘
II 助教授 中川 孝
II II 山下 三郎
II II 横山 泰行

教養部 教 授 稲，垣 保彦

II 助教授 福 田 明夫

l. リーダーシップKついて

2. クラブの諸問題Kついて

講 演 H思い出K事寄ぜてH
（体育会会長 柳 田 友道）

。スキー講習会に参加して

。スキー講習会について
本年度のス キー講習会は， 前年度同様1 月7日から

13日までの1週間Kわたり， 志賀高原ブナ 平ス キー場

を中心として行われた。
平地K殆んどなかった雪も富山を出発の日から降り

始め，志賀高原では新雪きらめく絶好のコン デーショ
ン のもとK全員 ス キーの醍醐味を満喫し， 講習の目的

を十二分K果たすζとができました。

ζれもひとえK指導教官並びK体育会の諸君の尽力
Kよるものと探〈感謝いたします。

副実行委員長 経済学部2 年 稲 場 賢

私はス キー講習会Kは初めての試みで，それK加え

て体育会役員としての立場で参加しました。参加して
思ったととは， 期間中は充実しそれとそ技術向上と親
睦を深めたととと考えますが， 役員としてこれKあた

っての準備段階あるいは期間中K非常K苦労しました。
当初より， 役員とは自 分の技術向上K加えて一般参加
者の世話をしなければならないものと言い聞かされ励
んだつもbでーす。

いよいよ当日出発するKあたって， なんと吹雪とな
り， 非常な心配を胸Kパスで立ち， あれよあれよとい
う聞に天気が変わるととなく志賀高原 K着いたので翌
日からの講習を不安Kさせました。私はス キーという
ものは初 め て で ， とんな天気の中でするのはるまり

Kも酷と不運K思 ったζとですが， なんのなんの翌

日から晴天の 連日 ， ゃっ た一，絶好のス キー日和／
やるぞッ ！！と励 ん だ は い いもの の ， 転んで， 滑
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って， 叉転んでの連続で全々スキーが足K付かず毎日

が汗，汗，汗。役員ながらみんなの足を引っばるとい
う惨めさでした。それでも最後Kはパラレノレターンも
まあまあ，なんとかスキーというものが分かりつつ感
じたしだいです。私でもとうですから，1 1班の人達全

員 がなんらかを得て以前よりもうまくなったととと信
じています。叉，夜は夜でなもしろいととの連日／班
ミーティングあり全体ミーティングあり， それK壮麗

な松明滑降K， パカ騒ぎした演芸会， とう思うと朝起
きてから夜寝るまで充実し切った時を過どした気がし

ます。
ところで， 期間中晴天K恵まれたは良いものの不運

とはこういうもので， 後半は雪不足で地肌が見えるぐ

。学生証の査証について
1. 2. 8年次生は，各学部の学務係（教養部Kな

いては学生係）で， 昭和57年度の査証を行いますので

らV'の雪面状態Kなり，思い切ったスキー動作ができ
ないほどでした。とれK加えて疲労と慣れのせいもあ
って，けがをした人もいましたが体が元手，傷をして
はなんKもならないと深〈感じたし，我々役員， 関係
者Kとってもよい勉強Kなりました。

振返ると，短期間中のとのスキー講習会，いろいろ

な事があったようで今思うと哀愁が残ります。もちろ

ん，私は来年も参加するつもりで，できるととならな
るべく多くの友達を誘って彼らKとの講習会のすばら
しさを知ってもらいたいです。みなさんも一度， とれ

K参加して見てはいかがですか／そして， みんな一丸
となってスキー講習会を発展させていくととができた

ら幸いと思っています。

必ず受けてください。
なな， 査証を受けない学生証は無効となります。

。富山大学学生健康保険組合規約の一部改正について
富山大学学生健康保険組合の規約の一部が下記のと なな，詳細Kついては厚生課保健係VL i.�たずねくだ

なり改正されましたので，j持日らぜしますO さい。

記

規約改正理由
健康保険法等の一部を改正する法律（昭和56 の規定の改定及び規約の整備を行った。

年 3 月1 日施行）の制定Kより医療費給付関係

富山大学学生健康保険組合規約の一部改正K伴う新旧対照表

旧 ｜ 新

第11条 顧問は，各学部長， 教養部長及び事務局長と
する。

第1操 理事は，補導協議会の委員， 経理部長及び経
理課長並びK各学部から選出された学生各1名
及び教差部から選出された学 生5名とする。

第19条 理事会は， 必要K応じて理事長が招集する口

第22条 医療費は， 歯 科を除き次Kよって給付する。
ただし，年間を通じて組合員l人K支払う最高
額は 30,000円とする。
(1） 医療費の給付額は，そのつど医療費総額の

3割とする。
(2) 入院の場合は， 本人の食費並びK付添人の

経費は除く。

第 11 条 顧問は，各学部長， 教養部長，保健管理セン
タ一所長及び事務局長とする。

第12条 理事は，補導協議会の委員， 経理部長及び経
理課長並びK各学部から選出された組合員各1

名及び教養部から選出された組合員 5名とする。

第四条 理事長が必要K応じて理事会を招集し， その
議長となる。

第22条 医療費は， 歯科を除き次Kよって給付する。
(1) 医療費の給付額は組合員が被保険者又は被

扶養者となっている社会保険Kないて定める自
己負担額とするのただし，社会保険利用者以外
の組合員については医療費総額の8割とする。

(2) 前号K定める医療費の1 人当りの年間総給
付額は 30,000円を限度とする。
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( 3) 国家公務員共積組合， 国民健康保険組合な
どの社会保険の被保険者又は被扶養者たる組
合員 K対しても，との規約Kより給付する。

(4 ) 第l号及び第2号の医療費の査定は， 社会
保険診療報酬点数表K準拠して行う。

( 3）入院の場合は本人の食費並びK付添人の経
費は除く。

（也）第1号及び第 8号の医療費の査定は，社会
保険診療報酬点数表K準拠して行う。

附員IJ （昭和56年12 月22日改正）
との規約は， 昭和56年12月22日から実施し， 昭和5昨4 月1 日から適用する。

〈〉学生教育研究災害傷害保険の運用上の取扱について
本保険は， 大学Kなける学生の教育活動中の災害事 から適用されることKなりましたので， b知らせしま

故K対する全国的な救済制度として昭和51年度から発 す。
足し， 年々改善充実がはかられていますが， とのたび
現行の本保険の約款改正を行わず運用上の取扱Kより

担保範囲が拡大され， 下記のとなり昭和56年9月1日

なな， 詳細Kついては厚生課保健係Kなたずねくだ
さい。

現 行

記

休憩時間の取扱K
ついて

休み時間中でも通常授業と一
体とみられる場合は， 本保険
の対象と左る。

新 し い 取 扱

当該学生が最初の授業のため校舎K入ってから最終
の授業が終了し校舎をでるまで校舎内Kいる間K生
じた事故は， 本保険の対象となる。
ただし， 売店・食堂・サークル室（部室）・学生寮
・寄宿舎等Kいる間K生じた事故は， 本保険の対象

とならない。

学校行事の取扱K
ついて

学校で主催する行事であれば
本保険の対象となる。
したがって学校が主催しない
行事（自 治会主催の体育祭・
学園祭等）は， 本保険の対象
と念らない。

学校で主催する行事であれば本保険の対象となる。
ただし， 学校が主催しない行事（自 治会主催の体育
祭・学園祭）であっても， 学校を休校とし， 学生が
全員 参加 できるよう学校が特別の便宜をはかった場
合は学校行事とみなし本保険の対象となる。
したがってただ単K学校が協力， 後援するものは，
本保険の対象と左らないD

課外 活動の取扱K
ついて

① キャンパス内の課外活動
は本保険の対象となる。

② 大学が課外活動のためK
大学の施設以外の施設を借
用した場合， 大学が事前K
貸主K対して借用願い等を
提出しなければ本保険の対
象とならない。したがって，
保険金請求の際， 事前K大
学が貸主K提出している借
用願などの書類カ迎、要である。

① 現行どなり

② 大学が課外活動のためK， 大学の施設以外の施
設を借用した場合， 貸借関係が明確であれば本保
険の対象となる。

その貸借関係の裏付けとして， 保険金請求の際そ
の貸借関係が立証できる書類を提出する。
との場合， 事後であっても貸借関係が立証できれ
ばよい。
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。昭和57年度 富山大学入学志願者数調

そ台国f-‘ 音E 寸戸崎=- 科 ・課 程
昭和 5 7 年度 昭和 5 6 年度

備 考
募集人員 志願者数 倍 率 募集へ員 志願者数 倍率

人 文 ニ会注子止、 科 90 393 4. 37 90 31.6 3. 51 

人文学部 三日五ロ そ良品-t- 文 －戸f以， 科 80 275 3. 44 80 148 l. 85 

言T 170 668 3. 93 170 464 2. 73 

小学校教員養 成課程 140 239 l. '71 140 293 2. 09 

中 学校教 員養 成課程 50 131 2. 62 50 133 2. 66 

教 育学部 養 護学校教員養成課程 20 72 3. 60 20 66 3. 30 

幼稚園教 員善成課程 30 138 4. 60 30 145 4. 83 

言T 240 580 2. 42 240 637 2. 65 

経 済 モ戸同子 科 120 202 l. 68 120 260 2. 17 

経 営 �同子 科 120 337 2. 81 120 360 3. 00 
経済学部

経 営 法 弓会且子宅 手ヰ 60 3. 03 60 182 120 2. 00 

言T 300 721 2. 40 300 740 2. 47 

数 モ戸且f-‘ 科 40 80 2 .  00 40 96 2. 40 

物 理 ：会子孟A、 科 40 60 l. 50 40 69 l. 73 

化 ρすu一， 科 40 94 2. 35 40 82 2. 05 
理 学 部

生 物 ヲ員且」， 科 30 80 2. 67 30 75 2. 50 

地 球 科 寸戸泣 一， 科 30 60 2. 00 30 78 2. 60 

言T 180 374 2. 08 180 400 2. 22 

電 気 工 ー戸テ以， 手ヰ 50 102 2. 04 50 93 l. 86 

工 業 化 弓"'t 科 45 170 3. 78 45 158 3. 51 

金 属 工 弓品Aー 科 40 138 3 .  45 40 136 3. 40 

工 学 部
機 械 工 一メ子,,, 科 50 159 3. 18 50 104 2. 08 

生 産機械 工 学 科 40 93 2. 33 40 133 3. 33 

化 寸ριL， 工 AでまUー． 科 40 104 2. 60 40 92 2. 30 

電 子 工 モ戸以f- 科 40 78 l. 95 40 64 l. 60 

言T 305 844 2. 77 305 780 2. 56 

i口:,.. 言T 1 .  195 3, 187 2. 67 l, 195 3, 021 2. 53 

＠学園ニュース編集委員
学生部長 教 授 四谷 平 治
人文学部 II 山口 博

教 育学部 ’f 大塚 恵一

経済学部 ，， 棚田 良平

理学 部 II 松 本 賢一

工 学 部 II 多 々 静夫

教 養 部 助教授 木越 f台
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